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〈
国
語
教
育
〉

大
村
は
ま
に
よ
る
単
元
学
習
指
導
「
古
典
入
門
─
古
典
に
親
し
む
」
に
つ
い
て
の
考
察

─

学
習
者
は
古
典
世
界
を
ど
の
よ
う
に
内
面
化
し
た
か

─

坂

東

智

子

一

本
稿
の
目
的

本
稿
は
、
戦
後
中
学
校
で
の
古
典
指
導
の
到
達
点
（
後
に
野
地
潤
家
氏
な

ど
の
評
価
を
示
す
）
と
言
わ
れ
て
い
る
大
村
古
典
教
室
の
内
実
を
、
指
導
者

と
学
習
者
の
記
録
の
両
面
か
ら
明
ら
か
に
し
、
こ
れ
か
ら
の
古
典
指
導
へ
の

示
唆
を
得
よ
う
と
す
る
た
め
の
基
礎
研
究
の
一
つ
で
あ
る
。

単
元
「
古
典
入
門
」
は
、
昭
和
二
五
年
一
一
月
か
ら
一
二
月
に
か
け
て
全

（

１

）

二
七
時
間
（
論
者
推
定
）
を
か
け
て
、
目
黒
区
立
第
八
中
学
校
第
三
学
年

A

組
（
四
五
名
）
に
お
い
て
実
践
さ
れ
た
。
大
村
に
と
っ
て
、
戦
後
初
の
単
元

指
導
を
取
り
入
れ
た
古
典
指
導
で
あ
り
、
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
古
典
学

習
の
中
心
目
標
を
「
古
典
の
読
解
」
か
ら
「
古
典
に
親
し
む
」
に
切
り
替
え

る
こ
と
を
願
い
、
そ
の
具
体
的
な
授
業
と
し
て
実
践
し
た
単
元
で
あ
っ
た
。

同
単
元
を
野
地
潤
家
氏
は
、
「
す
で
に
出
発
点
の
時
点
で
、
試
行
の
域
を
脱

し
た
、
完
成
味
を
み
せ
た
も
の
（
授
業
）
」
で
あ
る
と
評
価
し
た
。
さ
ら
に
、

（

２

）

望
月
敬
幸
氏
は
、
『
大
村
は
ま
国
語
教
室
』
（
以
下
全
集
と
記
す
）
第
三
巻

所
収
の
原
倭
子
さ
ん
の
学
習
記
録
を
日
付
順
に
辿
る
こ
と
に
よ
り
学
習
指
導

の
実
際
に
迫
り
、
佐
々
木
勝
司
氏
は
、
教
材
編
成
に
つ
い
て
詳
細
な
考
察
を

（

３

）

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
渡
邊
春
美
氏
は
、
同
単
元
を
昭
和
二
〇
年
代
に
行
わ

（

４

）

れ
た
単
元
学
習
の
典
型
と
位
置
づ
け
、
「
古
典
に
親
し
む
」
学
習
の
成
立
要

件
七
項
目
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
う
し
た
先
行
研
究
に
お
い
て
は
、
主
に
全
集

（

５

）

を
資
料
と
し
て
考
察
が
行
わ
れ
て
い
る
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
新
た
に
掘
り

起
こ
し
た
資
料
も
活
用
し
て
考
察
を
行
う
。

鳴
門
教
育
大
学
図
書
館
に
は
、
大
村
古
典
教
室
に
学
ん
だ
生
徒
の
学
習
記

録
九
八
冊
（
論
者
の
調
査
に
よ
る
）
が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
同
単
元
で
は
、

七
冊
が
残
さ
れ
て
い
る
。
全
集
に
一
部
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
原
倭
子
さ
ん
の

単
元
学
習
帖
は
、
全
八
六
頁
に
も
及
び
、
全
集
に
所
収
さ
れ
て
い
な
い
記
録

も
多
い
。
他
の
六
名
の
学
習
記
録
は
、
こ
れ
ま
で
研
究
の
対
象
と
さ
れ
る
こ

と
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
が
息
づ
く
、
他
を
以
て
代

置
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
貴
重
な
学
び
の
記
録
で
あ
る
。
古
典
の
授
業
で
の

個
の
学
び
の
過
程
と
成
果
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
「
古
典
教
室
全
体
の

学
び
」
を
解
明
す
る
と
と
も
に
、
「
個
に
応
じ
た
指
導
あ
り
方
」
を
探
る
端

緒
と
も
な
ろ
う
。
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本
稿
の
目
的
は
、
戦
後
の
大
村
古
典
指
導
実
践
の
原
型
で
あ
る
単
元
「
古

典
入
門
」
を
、
原
倭
子
さ
ん
の
学
び
に
焦
点
を
あ
て
て
考
察
し
、
学
習
者
が

い
か
に
古
典
教
材
を
「
内
面
化
」
し
、
古
典
世
界
と
の
関
係
を
結
び
、
言
語

生
活
者
と
し
て
変
革
さ
れ
て
い
っ
た
か
、
そ
し
て
そ
の
「
内
面
化
」
を
保
障

す
る
学
習
活
動
が
指
導
者
に
よ
っ
て
い
か
に
組
織
さ
れ
た
か
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
で
あ
る
。

二

研
究
仮
説

古
典
の
授
業
に
限
ら
ず
、
す
ぐ
れ
た
授
業
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ

う
か
。
大
槻
和
夫
氏
は
、
「
子
ど
も
た
ち
が
主
体
的
能
動
的
に
、
か
つ
協
同

の
活
動
に
よ
っ
て
教
材
に
た
ち
む
か
い
、
外
な
る
教
材
を
内
面
化
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
自
己
を
変
革
す
る
よ
う
に
、
子
ど
も
た
ち
の
活
動
を
組
織
し
え
た

授
業
の
こ
と
で
あ
る
」
と
定
義
し
て
い
る
。
古
典
学
習
で
は
、
生
徒
の
多
く

（

６

）

は
現
代
文
以
上
に
古
典
を
自
分
達
と
は
関
係
が
希
薄
な
「
外
な
る
教
材
」
で

あ
る
と
感
じ
て
お
り
、
古
典
学
習
の
意
義
を
積
極
的
に
見
出
し
に
く
い
の
が

現
状
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
学
習
者
が
「
外
な
る
古
典
教
材
」
を
「
内
面
化
」
で
き
る

か
ど
う
か
が
古
典
学
習
成
立
の
鍵
と
な
り
、
学
習
の
質
を
決
定
す
る
要
因
と

な
る
。
本
稿
で
は
「
内
面
化
」
を
、
「
社
会
的
伝
統
的
な
価
値
が
、
学
習
者

の
内
部
に
受
容
さ
れ
、
新
し
い
創
造
に
資
す
る
過
程
と
そ
の
成
果
」
で
あ
る

と
定
義
す
る
。
単
元
「
古
典
入
門
」
で
は
、
古
典
世
界
の
「
内
面
化
」
が
、

次
の
三
段
階
を
踏
ん
で
達
成
さ
れ
、
そ
れ
を
保
障
す
る
学
習
活
動
が
指
導
者

大
村
に
よ
り
組
織
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
、
本
稿
の
採
る
仮
説
で
あ
る
。

(

１)

直
観
に
よ
る
内
面
化

—

原
文
に
じ
か
に
触
れ
る
と
同
時
に
、
口

語
で
意
味
を
受
け
止
め
る
よ
う
工
夫
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
を
用
い
た
指

導
者
の
朗
読
を
聞
く
こ
と
に
よ
り
な
さ
れ
る
内
面
化

(

２)

活
動
に
よ
る
内
面
化—

学
習
者
が
活
動
課
題
に
取
り
組
む
過
程

で
、
古
典
世
界
に
同
化
ま
た
は
古
典
世
界
を
異
化
す
る
こ
と
に
よ
り

な
さ
れ
る
内
面
化

(

３
）
認
識
に
よ
る
内
面
化—

学
習
者
が
古
典
世
界
を
対
象
化
し
、
古

典
世
界
の
内
面
化
を
メ
タ
認
知
す
る
内
面
化

三

単
元
「
古
典
入
門
」
の
学
習
の
実
際

1

目
標

①
古
典
が
現
代
と
つ
な
が
り
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
、
古
典
へ
の
関
心

と
親
し
み
を
持
つ
。

②
古
典
の
調
べ
方
が
わ
か
る
。

（

７

）

2

教
材
、
テ
キ
ス
ト

教
材
は
、
「
古
典
の
な
か
の
日
本
人
に
愛
さ
れ
た
心
情
、
情
景
」
と
い
う

テ
ー
マ
の
も
と
に
九
作
品
か
ら
選
択
さ
れ
た
。

（

８

）

①
『
古
事
記
』
（
日
本
武
尊
の
最
期
の
と
こ
ろ
）
②
『
万
葉
集
』
（
熟
田
津
に
、

わ
た
つ
み
の
、
磯
の
崎
、
ぬ
ば
玉
の
、
あ
し
び
き
の
、
石
ば
し
る
、
夕
づ
く

夜
、
水
江
の
浦
島
の
子
を
詠
め
る
一
首
な
ら
び
に
短
歌
）
③
『
源
氏
物
語
』

（
若
紫
、
須
磨
）

④
『
枕
草
子
』
（
春
は
あ
け
ぼ
の
、
五
月
ば
か
り
、
に
く

き
も
の
、
雪
の
山
）
⑤
『
平
家
物
語
』
（
故
郷
の
花
）
⑥
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
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（
す
ず
め
恩
を
報
ず
る
こ
と
）
⑦
『
徒
然
草
』
（
仁
和
寺
に
あ
る
法
師
年
寄

る
ま
で
石
清
水
を
拝
ま
ざ
り
け
れ
ば
、
あ
る
人
弓
射
る
こ
と
を
習
ふ
に
、
真

乗
院
に
盛
親
僧
都
と
て
）
⑧
『
羽
衣
』
⑨
『
唐
詩
選
』
（
春
暁
、
黄
鶴
楼
に

孟
浩
然
が
広
陵
に
ゆ
く
を
送
る
、
山
行
）

大
村
は
こ
れ
ら
の
教
材
を
も
と
に
、
萩
原
廣
道
式
（
資
料
１
）
の
「
注
釈

付
き
テ
キ
ス
ト
」
を
作
成
し
、
学
習
者
各
自
に
二
部
ず
つ
配
布
し
て
い
る
。

傍
注
テ
キ
ス
ト
作
成
の
理
由

に

つ

い

て

は

、
「

古

典

を

読

ま

せ
る
か
ら
に
は
、
ど
う
し
て
も

原
文
で
読
ま
せ
た
か
っ
た
。
意

味
だ
け
で
な
く
、
こ
と
ば
の
文

章
の
ひ
び
き
、
調
べ
に
接
し
さ

せ
た
か
っ
た
。
そ
れ
で
口
語
訳

は

使

い

た

く

な

か

っ

た

」

と

述
べ
て
い
る
。
単
元
導
入
時
の

（

９

）

朗
読
は
、
傍
注
テ
キ
ス
ト
を
用

い
、
大
村
自
身
が
行
っ
て
い
る
。

原
文
を
ゆ
る
や
か
に
読
み
聞
か

せ
る
と
、
右
側
の
書
き
入
れ
が

本
文
と
い
っ
し
ょ
に
学
習
者
の

目
に
入
り
、
原
文
の
調
子
を
耳
で
聞
き
な
が
ら
、
意
味
は
口
語
で
受
け
と
め
、

古
典
に
じ
か
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
、
考
え
ぬ
か
れ
た
手
だ
て
と
し

て
の
大
村
式
傍
注
テ
キ
ス
ト
の
作
成
で
あ
っ
た
。

資料１ 大村式傍注テキスト

３

単
元
の
構
造

七
名
の
生
徒
の
学
習
記
録
を
総
合
し
、
単
元
の
構
造
を
表
１
に
ま
と
め
た
。

（
１
０
）

学
習
活
動

（
数
字
）
は
単
元
の
通
し
時
間
（
推
定
全
２
７
時
間
）

・
古
典
に
つ
い
て
の
文
章
掲
示
（

）
0

入

体

・
学
習
目
標
（

）
・
指
導
者
の
朗
読
（

）

1

1

導

全

・
古
典
を
解
説
し
た
プ
リ
ン
ト
朗
読
（

）
2

・
学
習
の
進
め
方
の
説
明
（
グ
、
個
）
（

）
3

グ
ル
ー
プ
・
個
人
学
習
を
併
行
し
て
す
す
め
る

Ⅰ

・
班
分
け
（
希
望
）

プ

・
予
定
作
成
（

）

人

・
和
歌
の
調
べ
方

4

開

ー

古
事
記
放
送
班

万
葉
集
と
唐
詩
選
の
口
語
訳
詩

ル

枕
草
子
幻
灯
班
な
ど

個

・
徒
然
草
、
論
語
の
討
論
会
の
準
備

展

グ

・
シ
ナ
リ
オ
（

～

）

5

11

・
発
表
の
練
習
（

～

）

12

18

国
語
研
究
発
表
会
（

～

）

19

20

Ⅱ

・
論
語
解
説
（

）
（
全
）
→
感
想
文
（

）
（
個
）

21

21

全

・
研
究
授
業
準
備
（

）
22

開

グ

・
論
語
感
想
の
批
評
（

）
・
テ
ス
ト
（

）

23

24

個

・
新
聞
企
画
話
し
合
い
（
グ
ル
ー
プ
討
論
→
全
体
発
表
）
（

）
25

展

・
論
語
討
論
会
（
全
体
）
（

）
26

国
語
研
究
所
参
観
の
た
め
の
発
表
会
（

）
27

導
入
は
三
時
間
、
展
開
Ⅰ
に
一
七
時
間
、
展
開
Ⅱ
は
七
時
間
が
あ
て
ら
れ

て
い
る
。
展
開
Ⅰ
Ⅱ
の
最
後
に
発
表
会
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
導
入
で
、
古

典
世
界
へ
導
き
、
Ⅰ
の
学
習
活
動
で
古
典
世
界
を
体
験
さ
せ
、
Ⅱ
で
古
典
学

表１ 学習記録から推定される単元の構造
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習
で
の
学
び
を
自
覚
（
メ
タ
認
知
）
さ
せ
る
構
造
と
な
っ
て
い
る
。

四

学
習
記
録
（
原
倭
子
さ
ん
）
の
分
析
と
考
察

原
倭
子
さ
ん
は
、
枕
草
子
「
雪
の
山
」
の
幻
灯
台
本
を
制
作
中
に
清
少
納

言
が
苦
心
し
て
作
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
発
表
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

歌
の
再
現
を
思
い
つ
き
、
指
導
者
大
村
の
助
言
を
受
け
て
完
成
さ
せ
る
。
古

典
教
材
の
鑑
賞
が
創
作
へ
と
発
展
し
た
内
面
化
の
例
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ

う
。
そ
の
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
原
倭
子
さ
ん
の
一
一
月
二
四
日

の
学
習
記
録
を
対
象
と
し
て
分
析
を
行
う
。
（
指
導
さ
れ
た
内
容
を
記
し
た

部
分
に
、
論
者
が
波
線
を
そ
え
た
）

学
習
記
録
の
記
述

分

析

１

き
ょ

う
、

台
本
と

大
体

の
絵

を
先
生
に

見

【
「
中

宮

」

の

誤

読

に

気

づ

き

、

て
い
た
だ
い
た
。

台
本
を
書
き
直
す
】

１
学
習
者
か
ら
、
作
業
の
途
中
過

２

だ

い
た
い

は

、
よ
く

で
き

て
い
て
、

ほ
め

程
が
目
に
見
え
る
形
で
示
さ
れ
た
。

て
い
た
だ
い
た
。

２
指
導
者
か
ら
の
評
価
。

３

し

か

し

一

ば

ん

の

大

失

敗

は

、

中

宮

を

３
４
指
導
者
は
学
習
者
の
教
材
理

「
男
」
と
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

解
の
レ
ベ
ル
や
つ
ま
ず
き
を
把
握
。

５
グ
ル
ー
プ
で
作
成
し
た
絵
と
台

４

「

中
宮
は

ど
の

か
た

」
と

聞
か
れ
て

、
ゆ

本
に
よ
っ
て
「
中
宮
」
の
誤
読
が

う
ゆ
う
と
、
侍
姿
を
指
さ
し
た
私
た
ち
、「
え

判
明
。
そ
の
直
後
に
、
指
導
者
か

っ

？
」

と
い

う
先
生

の
驚

き
の
声

を
聞
い

ら
宮
中
に
仕
え
た
女
官
の
呼
び
名

て
も
、
何
を
驚
い
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
か
、

を
中
心
に
話
を
聞
く
。
指
導
者
の

て
ん
で
気
の
つ
か
な
い
私
た
ち
。

適
切
な
対
応
と
、
指
導
に
よ
り
、

失
敗
が
単
な
る
失
敗
に
終
わ
る
こ

５

先
生

か
ら

、
そ

れ
と

は
っ

き
り
お
聞

き
し

と
な
く
、
学
習
者
は
教
材
の
背
景

た
と

き
の
お

か
し

さ
、

あ
あ
、

笑
っ
て
も

と
な
る
語
彙
を
広
げ
、
古
典
世
界

笑
っ
て
も
笑
い
き
れ
な
い
く
ら
い
だ
っ
た
。

へ
の
理
解
を
深
め
た
。

６

笑
い

の
よ

う
や

く
静
ま

っ
た

あ
と
で
、

当

中
宮
」
の
誤
読

時
の
、

宮
中

に
仕

え
た

さ
ま
ざ

ま
な
女
性

→
時
代
背
景
・
文
化
背
景

に
つ

い
て

、
そ

の
呼

び
名

を
中
心
に

お
話

を
知
る

を
う
か
が
っ
た
。

７
教
師
と
の
対
話
の
蓄
積
。

８

「

大

笑

い

の

う

ち

に

」
、

台

本

７

先
生
御
自
身
も
、
学
生
の
と
き
「
主
殿
司
」

や
絵
を
直
す
。
グ
ル
ー
プ
の
な
ご

と
い

う
の

を
男

だ
と
思

っ

て
い
ら
し

て
、

や
か
な
雰
囲
気
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

と
ん
だ

失
敗

を
な

さ
っ
た

と
の

こ
と
で
あ

８
自
ら
の
下
書
き
台
本
が
新
た
な

る
。

教
材
と
な
り
、
身
分
や
性
別
に
ふ

さ
わ
し
い
表
現
と
す
る
た
め
の
協

８

あ
と

は
、

大
笑
い

の
う

ち
に

、
台
本
の

中

同
の
推
敲
が
主
体
的
能
動
的
に
行

宮
の
こ
と
ば
を
女
の
こ
と
ば
に
直
す
や
ら
、

わ
れ
、
生
き
た
理
解
と
表
現
の
学

絵
を
か
き
直
す
や
ら
大
さ
わ
ぎ
だ
っ
た
。

習
の
場
と
な
っ
て
い
る
。

９

き
の

う
作
っ

た
清

少
納

言
の

代
作
の
歌

を

【
清
少
納
言
の
歌
の
代
作
を
、
指

先
生
に
お
見
せ
し
た
。

導
者
の
助
言
に
よ
り
完
成
さ
せ
、

さ
ら
に
変
体
仮
名
で
書
い
た
も
の

第

四
句

、
考

え
て

く
だ
さ

っ
た

け
れ
ど
、

を
絵
の
中
に
い
れ
る
】

10
先
生
も
急
に
思
い
つ
か
れ
な
い
御
よ
う
す
。

９
清
少
納
言
の
歌
の
代
作
と
い
う

原
さ
ん
の
ア
イ
デ
ィ
ア
が
、
目
に

「
ふ
た
に
飾
っ
た
の
だ
か
ら
、
『
ふ
た
』
に

見
え
る
形
で
指
導
者
に
示
さ
れ
た
。

11

な

に
か

修
飾

す
る
こ

と
ば

を
つ
け

れ
ば
い

指
導
者
も
学
習
者
と
と
も
に
考

10

の
で
す
が
」
と
い
わ
れ
た
。

え
る
。

は
学
習
者
の
読
解
の
深
ま
り
を

11
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放
課
後
、
い
ろ
い
ろ
考
え
て
い
る
う
ち
に
、

観
取
っ
た
上
で
の
助
言
で
あ
る
。

12

ふ
と
「
も
の
の
ふ
た
」
と
思
い
つ
い
た
。

第
四
句
が
思
い
つ
か
な
い
と
い

12う
つ
ま
ず
き
か
ら
、
指
導
者
の
助

「
も

の
の
ふ

た
に

」
と

入
れ
て

み
る
と
、

言
に
よ
り
再
び
代
作
に
取
り
組
む
。

13

ま
だ

一
字

た
り

な
い

け
れ

ど
、
ど
う

に
か

学
習
者
と
指
導
者
の
対
話
が
成

13

読
め
る

の
で

、
う

れ
し

く
な
っ

て
、
職
員

立
。

室
へ
と
ん
で
い
っ
た
。

読
み
→
書
き

理
解
→
表
現

先
生
も
、
「
よ
く
、
こ
ん
な
使
い
方
を
し
っ

指
導
者
の
評
価
。

14

14

て
い
ま

し
た

ね
」

と
い

っ
て
、

ほ
め
て
く

だ
さ
っ
た
。

学
習
者
の
学
力
に
応
じ
た
助
言

15

そ
し
て
、
「
も
う
一
字
た
り
な
い
か
ら
、
こ

を
行
い
、
自
発
的
な
助
詞
の
学
習

15

の
あ
と

へ
、

助
詞

を
一
つ

つ
け

た
ら
い
い

を
後
押
し
す
る
。

で
し
ょ
う
。

指
導
者
は
、
本
文
の
正
確
な
理

16

普
通

、
か

ざ
ら

れ
る
こ

と
の

な
い
雪
が

、

解
に
基
づ
く
具
体
的
な
指
導
を
行

16

長

く
残

っ
て

年
ま

で
越
し

た
の

で
、
こ
う

っ
て
い
る
。
感
嘆
や
詠
嘆
を
表
す

し
て

か
ざ

ら
れ

る
よ
う

に
ま

で
な
っ
た

の

助
詞
と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス
は
、
自

だ
と
い
っ
て
感
嘆
し
て
い
る
の
で
す
か
ら
、

主
的
な
学
習
を
行
う
際
の
、
具
体

文
法
の
本
を
よ
く
見
て
、「
感
嘆
」
と
か
「
詠

的
な
て
び
き
と
な
っ
て
い
る
。

嘆

」
と

か
を

表
す

助
詞
を

み
つ

け
て
、
つ

文
法
学
習

け
る

と
よ

い
で
し

ょ
う

」
と

お
っ
し
ゃ

っ

→
「
読
み
」
「
書
く
」

た
。

を
統
合
し
て
い
る

学
習
活
動
を
媒
介
と
し
た
指
導

17

私
は
、
う
れ
し
く
て
た
ま
ら
な
い
。

者
と
の
対
話
に
よ
り
、
さ
ら
な
る

17

学
習
意
欲
が
生
ま
れ
て
い
る
。

さ
っ
そ
く
文
法
の
本
を
調
べ
た
。

自
発
的
な
文
法
学
習
。

18

18
課
題
解
決
の
た
め
の
学
習
で
あ

19

感
動
を
表
す
助
詞
は

や

か
な

か
も

る
た
め
、
高
度
な
文
法
学
習
が
、

19

な

を

も

の
六
語
だ
っ
た
が
、
一
字

自
然
な
文
脈
で
行
わ
れ
て
い
る
。

で
な

け
れ
ば

、
こ

こ
に

添
え
る

の
に
は
適

～

学
習
者
は
指
導
者
の
適
切

18

22

当
で
な
い
。

な
助
言
に
よ
り
自
ら
の
歌
の
代
作

を
教
材
と
し
て
、
自
発
的
能
動
的

す
る
と

や

な

を

も

の
四
語

に
高
度
な
文
法
学
習
と
創
作
（
歌

20

に
な
る
。

の
代
作
）
を
行
っ
て
い
る
。

ど
れ
が

よ
い

か
と

思
い

な
が
ら

用
例
を
見

む

21

る
と

、
助

詞
に

つ
い

て
い

る
の
は
「

も
」

法

読

だ
け
だ
っ
た
。

文

く

「
も
の
の
ふ
た
に
も
」
と
入
れ
て
み
る
と
、

書

22

ち
ょ
う
ど
よ
い
調
子
で
あ
る
。

さ
っ
そ
く
こ
の
句
を
入
れ
て
三
首
を
書
き
、

活
動
課
題
を
媒
介
と
し
た
指
導

23

23

も
う
一
度
先
生
に
お
見
せ
し
た
。

者
と
学
習
者
の
対
話
。

～

学
習
者
は
指
導
者
の
助
言

24

30

雪

山
の

ま
ま

年
越

し
て
こ

の
日

に
は
も
の

を
受
け
な
が
ら
、
三
首
の
歌
を
完

24

の
ふ
た
に
も
か
ざ
ら
れ
に
け
り

成
さ
せ
る
。
さ
ら
に
、
そ
れ
を
指

導
者
に
示
し
て
、
一
首
を
選
ん
で

雪
山

は
み

だ
れ

も
み
せ

ず
年

越
し
て
も

の

も
ら
い
、
評
価
を
受
け
る
こ
と
で
、

25

の
ふ
た
に
も
か
ざ
ら
れ
に
け
り

達
成
感
や
満
足
感
を
得
て
、
自
己

効
力
感
を
増
し
て
い
る
。

こ

と
も

な
く

き
ょ

う
ま
で

越
し

た
る
雪
の

26

山
も
の
の
ふ
た
に
も
か
ざ
ら
れ
に
け
り

古
典
学
習
で

先
生
は
二
首
目
が
よ
い
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
。

グ
ル
ー
プ
学
習
で

27

学
習
者
と
教
材
の
対
話

そ
し

て
「

よ
く
や

り
ま

し
た

ね
、
清
少

納

学
習
者
と
指
導
者
の

28

言

は
そ

ん
な

よ
う
な

歌
を

つ
く
っ

た
で
し

対
話
が
成
立
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ょ
う
ね
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
。

私
は
得
意
だ
っ
た
。

～

指
導
者
と
学
習
者
が
活

29

27

31

動
課
題
を
媒
介
と
し
て
対
話
を
重

ひ
と
り
で
に
、
に
こ
に
こ
し
て
し
ま
っ
た
。

ね
、
評
価
を
受
け
る
こ
と
で
、
そ

30

の
嬉
し
さ
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
っ

絵
の

中
に

も
入

れ
て

、
幻

灯
に
う
つ

し
出

て
、
変
体
仮
名
で
歌
を
絵
の
中
に

31

そ
う
と

、
夜

、
姉

か
ら

本
を
借

り
て
変
体

書
き
入
れ
る
と
い
う
さ
ら
な
る
活

が
な
を
ま
ぜ
て
書
い
て
み
た
。

動
を
生
み
出
し
て
い
る
。

１

分
析
・
考
察
①

１
に
お
い
て
、
学
習
者
か
ら
台
本
と

絵

の

下

書

き

が

指

導

者

に

提

示

さ

れ

た
。
そ
れ
に
よ
り
大
村
は
、

～

で

2

7

学
習
者
の
つ
ま
ず
き
を
把
握
し
、
教
材

背
景
を
理
解
さ
せ
、
語
彙
を
広
げ
る
指

導
を
行
う
。

で
は
、
下
書
き
が
新
た

8

な
教
材
と
な
り
、
理
解
と
表
現
が
連
動

し
た
協
同
の
推
敲
が
グ
ル
ー
プ
で
行
わ

れ
て
い
る
。

～

で
は
、
大
村
の
助

9

30

言
を
受
け
た
原
倭
子
さ
ん
が
、
歌
の
代

作
を
完
成
さ
せ
る
た
め
に
、
中
三
レ
ベ

ル
で
は
高
度
な
助
詞
の
学
習
を
自
発
的

に
行
っ
て
い
る
。

は
、
絵
が
得
意
な
学
習
者
（
原
さ
ん
以
外
）
が
絵
を
担

31

当
し
、
原
倭
子
さ
ん
は
そ
こ
か
ら
イ
メ
ー
ジ
を
広
げ
て
い
る
。
（
資
料
２
）

資料２ 幻灯台本の一部

学 習 者 指 導 者

学習過程 学習者の理解レベルの

の表出 正確な把握

安心感 時機を得た支援・指導

自己効力感 的確な支援・指導

自発的能動的な学習

教材理解のための

知識や技術の獲得 活動課題を媒介とした３つの対話が

繰り返し行われている。

・学習者と古典作品との対話

より正確な理解 ・グループでの学習者と学習者の対話

・学習者と指導者の対話

理解を表現する

図１ 単元「古典入門」での学びの循環
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２

分
析
・
考
察
②

原
倭
子
さ
ん
が
清
少
納
言
の
歌
の
代
作
を
思
い
つ
く
ま
で
の
単
元
開
始
時

か
ら
の
学
習
記
録
を
簡
略
に
ま
と
め
た
。（
丸
数
字
・
傍
線
は
筆
者
が
付
記
）

日
付

原
倭
子
さ
ん
の
学
習
記
録
を
筆
者
が
簡
略
に
ま
と
め
た
も
の

/

い
よ
い
よ
「
古
典
」
で
あ
る
。
プ
リ
ン
ト
を
い
た
だ
き
、
先
生
に
よ
ん
で
い

11
16

木

た
だ
い
た
。
①
先
生
が
し
ず
か
に
、
古
典
の
本
文
を
読
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
。

そ
れ
に
つ
れ
て
、
私
た
ち
は
、
横
に
あ
る
わ
け
や
ら
、
入
れ
る
こ
と
ば
を
い

っ
し
ょ
に
目
に
入
れ
て
ゆ
く
。
ふ
し
ぎ
に
な
め
ら
か
な
文
章
の
ひ
び
き
を
耳

に
し
な
が
ら
、
意
味
が
む
ね
に
う
つ
っ
て
く
る
。
私
は
夢
中
に
な
っ
て
い
た
。

だ
れ
も
同
じ
と
み
え
て
、
ふ
と
気
づ
く
と
、
あ
た
り
は
し
ー
ん
と
し
て
い
た
。

お
も
し
ろ
く
て
お
も
し
ろ
く
て
、
休
み
時
間
も
休
ま
ず
に
、
先
生
に
読
ん
で

い
た
だ
い
た
。
二
時
間
を
読
み
ふ
け
っ
て
終
っ
た
と
き
、
も
う
②
私
は
す
っ

か
り
古
典
に
心
を
つ
か
ま
え
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
み
ん
な
も
、
ほ
お
を

赤
く
し
て
、
て
ん
で
に
ま
わ
り
の
人
と
「
お
も
し
ろ
い
な
あ
」
「
お
も
し
ろ
い

ね
え
」
と
話
し
あ
っ
て
い
た
。

/

目
標
を
立
て
、
計
画
を
決
め
た
。

11
17

/

③
参
考
資
料
と
し
て
先
生
か
ら
「
有
職
故
実
図
譜
」
を
お
借
り
し
た
。
④
シ

11
18

土

ナ
リ
オ
の
書
き
方
の
プ
リ
ン
ト
を
出
し
て
読
ん
だ
。
前
の
「
地
蔵
の
話
」
や

「
山
椒
大
夫
」
の
時
の
シ
ナ
リ
オ
や
幻
灯
台
本
紙
し
ば
い
の
本
な
ど
、
集
め

た
。

/

枕
草
子
幻
灯
班
に
入
る
。
グ
ル
ー
プ
の
顔
合
わ
せ
を
し
て
予
定
を
立
て
た
。

11
20

月

そ
の
後
、
い
ろ
い
ろ
と
相
談
し
⑤
清
少
納
言
の
顔
や
性
格
に
つ
い
て
話
し
合

う
。

夜
は
、
ひ
と
り
で
⑥
教
材
を
読
み
、
場
面
や
構
図
を
考
え
る
。
⑦
一
番
は
じ

め
の
字
幕
の
字
の
上
に
雪
を
積
も
ら
せ
た
ら
ど
う
か
と
思
い
つ
く
。

/

明
日
ま
で
に
各
々
で
、
少
し
で
も
台
本
を
か
い
て
い
く
こ
と
に
相
談
し
た
。

11
21

火

本
文
を
シ
ナ
リ
オ
の
よ
う
に
直
し
、
場
面
を
と
る
（
個
人
で
）
た
め
、
⑧
本

文
を
徹
底
的
に
読
ん
だ
。

/

三
時
間
目
に
、
各
々
の
作
品
を
発
表
し
あ
い
、
話
し
あ
い
で
中
心
に
す
る
作

11
22

水

品
を
き
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
私
の
を
中
心
に
し
て
、
他
の
人
の
よ
い
と
こ

ろ
を
取
り
入
れ
て
し
あ
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
絵
に
も
と
り
か
か
っ
た
。
天

野
さ
ん
を
絵
の
方
の
主
任
と
し
て
、
あ
と
の
仕
事
を
選
び
分
担
し
た
。
習
字

の
時
間
に
は
、
発
表
会
の
準
備
の
た
め
の
グ
ル
ー
プ
を
決
め
た
。
私
は
、
詩

集
の
表
紙
と
と
び
ら
を
書
く
グ
ル
ー
プ
を
選
ん
だ
。
放
課
後
、
台
本
を
直
し

た
。
清
少
納
言
の
性
格
が
お
も
し
ろ
く
て
、
思
わ
ず
時
間
を
過
ご
し
た
。
⑨

幻
燈
の
絵
に
、
清
少
納
言
が
歌
を
書
い
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
あ
そ
こ

で
、
ひ
と
り
で
歌
を
口
ず
さ
む
よ
う
に
し
た
ら
お
も
し
ろ
い
と
思
っ
た
。
⑩

先
生
の
と
こ
ろ
へ
い
っ
て
、
そ
の
時
の
歌
は
、
ど
こ
を
探
し
た
ら
よ
い
か
、

お
聞
き
し
た
。
「
そ
れ
が
ね
、
わ
か
ら
な
い
ん
で
す
よ
、
何
に
も
残
っ
て
い
な

い
の
で
す
。
永
遠
の
秘
密
で
す
よ
。
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
。
私
は
い
よ
い
よ
お

も
し
ろ
く
な
っ
て
、
ど
ん
な
歌
だ
っ
た
だ
ろ
う
か
と
い
ろ
い
ろ
想
像
し
て
み

た
。
先
生
か
ら
、
清
少
納
言
は
歌
が
得
意
で
な
か
っ
た
こ
と
、
当
時
の
宮
中

の
生
活
で
歌
と
い
う
も
の
が
ど
ん
な
ふ
う
に
扱
わ
れ
て
い
た
か
、
歌
が
上
手

で
な
い
こ
と
は
、
清
少
納
言
に
と
っ
て
、
ど
ん
な
に
か
残
念
だ
っ
た
ろ
う
と

い
う
こ
と
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
と
お
聞
き
し
た
。
⑪
私
は
、
な
ん
だ
か
清
少
納

言
が
、
急
に
親
し
い
人
に
な
っ
た
よ
う
な
気
が
し
て
き
た
。
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/
勤
労
感
謝
の
日
で
休
み
。
午
前
中
グ
ル
ー
プ
（
六
人
）
で
集
ま
っ
て
、
場
面

11
23

木

な
ど
を
取
っ
た
。
い
ろ
い
ろ
の
予
定
を
か
た
づ
け
て
い
く
の
が
、
た
の
し
か

っ
た
。
⑫
台
本
を
読
み
返
し
て
、
ま
た
少
し
直
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
き
の
う

か
ら
や
っ
て
み
た
か
っ
た
、
⑬
清
少
納
言
の
、
発
表
し
な
か
っ
た
歌
を
想
像

し
て
作
っ
て
み
た
。
第
四
句
が
ど
う
し
て
も
は
い
ら
な
い
。
⑭
あ
し
た
先
生

に
お
力
を
借
り
よ
う
と
思
っ
て
、
こ
こ
ま
で
で
や
め
た
。

①
は
傍
注
テ
キ
ス
ト
を
用
い
た
指
導
者
の
朗
読
で
あ
る
。
②
で
、
学
習
者

は
原
文
の
ひ
び
き
を
耳
に
し
な
が
ら
意
味
を
感
受
し
、
「
外
な
る
古
典
」
の

世
界
に
惹
き
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
直
観
に
よ
る
内
面
化
は
、
古
典
学
習

全
体
の
成
立
の
決
め
手
と
も
な
る
重
要
な
も
の
で
あ
る
。

学
習
者
は
③
「
有
識
故
実
図
鑑
」
で
文
化
的
背
景
を
知
り
、
④
前
学
習
で

の
既
習
知
識
（
シ
ナ
リ
オ
化
）
を
活
用
し
て
、
台
本
の
下
書
き
を
し
、
絵
を

描
く
な
ど
の
幻
灯
制
作
に
取
り
組
む
。
⑤
で
は
、
清
少
納
言
の
性
格
を
想
像

し
た
り
、
⑥
⑧
教
材
を
繰
り
返
し
読
む
こ
と
が
自
然
と
行
わ
れ
、
古
典
教
材

を
活
動
に
よ
り
内
面
化
す
る
。
協
同
で
活
動
課
題
に
立
ち
向
か
う
こ
と
で
、

話
し
合
い
が
行
わ
れ
、
学
習
者
が
相
互
に
刺
激
し
合
い
、
⑩
指
導
者
か
ら
も

作
者
や
作
品
の
背
景
に
つ
い
て
の
話
を
聞
く
こ
と
で
、
⑪
古
典
を
身
近
な
も

の
に
感
じ
、
活
動
に
よ
る
内
面
が
深
ま
っ
て
い
る
。
登
場
人
物
の
視
点
に
立

っ
て
考
え
、
心
情
に
同
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
⑬
で
、
原
倭
子
さ
ん
は
清

少
納
言
の
歌
の
再
現
を
思
い
つ
く
。
活
動
に
よ
る
内
面
化
に
よ
り
、
古
典
教

材
の
受
容
が
新
し
い
創
造
（
歌
の
創
作
）
に
繋
が
っ
て
い
る
。
単
な
る
知
識

や
教
養
を
得
る
と
い
う
古
典
学
習
で
は
な
く
、
読
む
（
理
解
）
と
表
現
（
書

く
）
文
法
学
習
が
相
互
に
協
力
統
一
さ
れ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
読

解
中
心
の
受
動
的
な
古
典
学
習
で
は
成
立
し
に
く
い
学
び
の
循
環
で
あ
る
。

図２ ３段階の内面化プロセス

Ⅰ．指導者 Ⅱ．学習者 Ⅲ．言語領域
第１段階 親しみやすい教 原文に触れるテ

指 直観による 材の選択 キストの工夫 聞 く
内面化 読 む

導 古典に魅力を 鑑 賞
感じる 指導者による朗読

者
第２段階 グループ学習 個人学習 聞 く

の 活動による内 (希望により活 （希望により 話 す
面化 動課題を選択） 作品を選択） 読 む

授 古典作品の内 ex.放送劇，幻灯 万葉集，唐詩選の 書 く
容を理解する。 制作,作品研究 口語訳詩 鑑 賞

業 登場人物に同 創 作
化または異化 (リライト）

構 する 発表会（全体交流の場の設定）

想 第３段階 全 体 グループ 個 人 聞 く
認識による 学 習 学習 学 習 話 す

力 内面化 ex.論語解 ex.新聞企 ex 感 想 読 む
古典作品を自分 説,新聞企 画のグルー 文，意見 書 く

・ に引きつけて読 画発表 プ討論 文を 鑑 賞
支 む，批判的に 書く 創 作

読む,古典学習 批 評
援 をメタ認知す

る 発表会（全体交流の場の設定）
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五

結
論
と
今
後
の
課
題

単
元
「
古
典
入
門
」
で
原
倭
子
さ
ん
は
、
傍
注
テ
キ
ス
ト
を
用
い
た
指
導

者
大
村
の
朗
読
に
よ
っ
て
、
古
典
教
材
に
対
す
る
主
体
的
能
動
性
が
ひ
き
だ

さ
れ
て
い
る
（
第
１
段
階
）
。
次
に
、
グ
ル
ー
プ
学
習
に
よ
る
協
同
の
活
動

の
中
で
古
典
教
材
の
内
面
化
が
図
ら
れ
た
。
協
同
の
活
動
の
中
で
、
原
倭
子

さ
ん
は
、
自
ら
目
標
を
見
だ
し
文
化
の
創
造
者
と
し
て
変
革
さ
れ
て
い
っ
た

（
第
２
段
階
）
。
さ
ら
に
、
討
論
や
新
聞
企
画
を
通
し
て
、
学
習
者
は
古
典

教
材
の
自
分
に
と
っ
て
の
意
味
を
メ
タ
認
識
し
て
い
る
（
第
３
段
階
）
。

「
こ
ん
な
古
典
の
授
業
が
あ
っ
た
ん
だ
」
と
い
う
発
見
と
驚
き
が
本
単
元

に
は
あ
る
。
単
元
開
始
前
の
周
到
な
教
材
（
テ
キ
ス
ト
）
準
備
と
活
動
課
題

の
精
選
。
学
習
段
階
に
応
じ
て
活
動
を
組
み
合
わ
せ
、
相
互
交
流
（
発
表
会
）

さ
せ
、
展
開
Ⅱ
で
は
学
習
を
振
り
返
ら
せ
る
活
動
を
置
く
と
い
う
大
村
の
単

元
組
織
力
に
支
え
ら
れ
て
、
「
古
典
に
親
し
む
」
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
学
習

者
の
生
き
た
言
語
生
活
に
培
う
古
典
学
習
が
成
立
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
学

習
の
過
程
で
の
グ
ル
ー
プ
や
個
人
の
状
況
に
応
じ
た
支
援
は
、
時
機
を
逃
さ

ず
、
学
習
者
の
理
解
レ
ベ
ル
を
捉
え
、
そ
の
的
確
さ
に
よ
り
学
習
者
は
よ
り

高
度
な
学
習
へ
導
か
れ
て
い
る
こ
と
が
具
体
的
に
明
ら
か
に
な
っ
た
。

同
単
元
で
、
大
村
は
単
元
的
展
開
の
古
典
指
導
に
手
応
え
を
得
、
書
き
換

え
や
朗
読
な
ど
の
古
典
学
習
の
核
と
な
る
も
の
を
見
出
し
た
と
同
時
に
、
そ

れ
ら
の
さ
ら
な
る
精
選
の
必
要
と
グ
ル
ー
プ
活
動
に
内
包
す
る
問
題
を
自
覚

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
戦
後
の
大
村
古
典
教
室
が
こ
の
問
題
を
ど
う
見
据
え
、

解
決
す
る
に
至
っ
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

注

(
)

大
村
は
ま
『
大
村
は
ま
国
語
教
室
第
三
巻

古
典
に
親
し
ま
せ
る
学
習
指
導
』
昭

1

和
五
八
年
筑
摩
書
房
（
九
一
頁
）

(
)

野
地
潤
家
『
大
村
は
ま
国
語
教
室
の
探
究
』
平
成
五
年
共
文
社
（
四
八
頁
）

2

(
)

望
月
敬
幸
『
中
学
校
に
お
け
る
古
典
指
導
の
研
究
』
平
成
五
年
鳴
門
教
育
大
学
大

3

学
院
修
士
論
文

(
)

佐
々
木
勝
司
『
中
学
校
に
お
け
る
古
典
指
導
の
研
究
Ⅰ
』
平
成
六
年
鳴
門
教
育
大

4

学
大
学
院
修
士
論
文

(
)

渡
邊
春
美
（
平
成
十
二
年
）
「
戦
後
古
典
教
育
実
践
史
の
研
究
（

）—

昭
和
二
〇

5

10

年
代
の
大
村
は
ま
氏
の
場
合

—

」
『
語
文
と
教
育
』
第

号
『
戦
後
に
お
け
る
中
学

14

校
古
典
学
習
指
導
の
考
究
』
平
成
一
九
年
渓
水
社
（
四
九
頁
～
六
六
頁
）

(
)

大
槻
和
夫
（
昭
和
五
三
年
）
「
子
ど
も
の
変
容
を
描
く
」
『
文
芸
教
育
第

号
』
『
国

6

25

語
教
育
基
本
論
文
集
成
第

巻
』
平
成
五
年
明
治
図
書
（
四
四
五
頁
）

28

(
)
(
)

に
同
じ
（
三
二
頁
）

7

2

(
)
(
)

に
同
じ
（
三
〇
頁
～
三
一
頁
）

8

2

(
)
(
)

に
同
じ
（
三
二
頁
）

9

2

(
)

鳴
門
教
育
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
の
単
元
「
古
典
入
門
」
の
七
名
の
学
習
記
録
を

10

総
合
し
て
判
断
し
た
。

【
附
記
】
本
稿
は
、
平
成
二
〇
年
第
一
一
五
回
全
国
大
学
国
語
教
育
学
会
福
岡
大
会

（
平
成
二
〇
年
一
一
月
二
三
日
）
に
お
い
て
、
口
頭
発
表
し
た
際
の
草
稿
の
一
部

を
加
筆
・
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
ば
ん
ど
う
・
と
も
こ
／
兵
庫
教
育
大
学
大
学
院
連
合
学
校
教
育
学
研
究
科
博
士
課
程
）
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